































Consideration about the Teaching Plan for “Use of electricity” 
in the Sixth Grade Elementary school Science




















































































































































































豆電球型LED ０秒 12秒 27秒 50秒 120秒 135秒
電圧（V） 2.00 1.00 0.50 0.2 0.1
電流（mA） 500 260 50 40 15 消える
豆電球（定格3.8V） ０秒 30秒 50秒 53秒
電圧（V） 2.00 1.00 0.40











赤LED１個 ０秒 30秒 60秒 90秒 120秒 150秒 180秒
電圧（V） 2.00 1.99 1.98 1.95 1.93 1.91 1.90
電流（mA） 2.5 2.4 2.2 2.1 2.0 2.0 1.9
LED 10個 ０秒 30秒 60秒 90秒 120秒 150秒 180秒
電圧（V） 2.00 1.95 1.90 1.85 1.82 1.80 1.78
電流（mA） 16.5 12.3 10.0 8.5 7.2 6.0 5.0
LED 20個 ０秒 30秒 60秒 90秒 120秒 150秒 180秒
電圧（V） 2.00 1.88 1.80 1.78 1.72 1.70 1.69




































黄LED１個 ０秒 60秒 120秒 180秒
電圧（V） 2.00 1.92 1.89 1.85
電流（mA） 6.0 3.0 1.5 1.0
黄LED 10個 ０秒 60秒 120秒 180秒
電圧（V） 2.00 1.81 1.78 1.75
















































































































































豆電球の定格電圧 1.5V 2.5V 3.8V
電圧（V） 2.0 2.0 2.0
電流（mA） 300 230 190
電力（mW） 600 460 380
LED 赤（1.4V） 赤10個 赤20個 黄（1.9V） 黄10個
電圧（V） 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0
電流（mA） 2.5 16.5 30.0 6.0 40.0
電力（mW） 5.0 33.0 60.0 12.0 80.0
表８：豆電球とLEDで、２Vの電圧で、消費される電力
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費電力が大きいため点灯時間は短くなる。そこで、LEDとの点灯時間の差は圧倒的であるた
めどの豆電球でも結果は変わらないことから、用意できた３つの豆電球の中で、LEDの光り
方との差がそれほど気にならない、比較的暗く光るものを選ぶことになった。
　もし可能であれば、コンデンサーに２Vまで電気を貯めて実験することを考慮しつつ、定格
電圧のより高い、またLEDと色を合わせた色付き豆電球を選んで実験することで、LEDとの
光りの質の差を出来るだけ感じにくくした実験もできる。一方、LEDの方は、２V程度の電圧
での実験と言うこともあり、低電圧で光るLEDの使用に限られ、現在ではその選択肢は多く
なかったため、小学校の実験で用いられる台付き赤色LEDを使用することになった。
LEDを10個、20個並列につなぐ実験の工夫
　提案６）の採用により、各班の実験終了後にLEDを
集めてみんなで実験を行う。その実験の時間として指
導案では10分とっているが、10個をつなぐには時間が
かかることが予想される。そこで、各班から持ってき
てもらったLEDを簡単に接続できるように、簡単な実
験装置を用意する。
　１m程度の鉄線（太い針金）を４本用意し、２本ず
つ束ね、10cm間隔で強く縛る。その２本ずつの鉄線
を平行に配置し（図７）、持ってきてもらったLEDの
導線の先を、２本の鉄線の間にそれぞれ差し込んで、
図６、図８のように並列つなぎを完成させる。縦に長
くつなげて一斉に点灯させることで、同じ電気量で多
くのLEDを点灯させることができる印象を持たせるこ
とが可能であると考える。
授業検討にあたり
　この授業検討は、大日本図書の「たのしい理科６年－２」の教科書により授業することを想
定して行った。他の教科書の内容にも触れると、学校図書と教育出版の教科書３）では手回し
発電機として、12V出力のものが使われ、コンデンサーもその電圧に従って、高い電圧に対応
したコンデンサーや、LEDが使われる。ここでは、測定可能な電流の大きさとなるため、簡
易検流計により電流の測定が行われ、その電流の違いと光続ける時間の違いで使われる電気の
量を知ることになる。一方、東京書籍、啓林館の教科書３）は、大日本図書と同じく、３V出力
の手回し発電機が使われる。どの教科書においても、コンデンサーに電気を貯める実験におい
て、手回し発電機のハンドルを回す回数によってコンデンサーに貯める電気の量を決めている
ため、実際にどれ位貯まっているかを確認するためには、この授業検討で用いた電圧計やメー
ター付きのコンデンサーを使用する必要が出てくる。LEDと豆電球のひかり方の違いについ
ては、高い電圧で光るLEDを使用する場合は、LEDは明るく光り、明るく光るにもかかわら
ず長い時間光り続けることから、LEDは豆電球より少ない電気の量で光ることを実感できる。
この場合においても、LEDをコンデンサーで同時に光らせる数を多くすることで、使われる
図７ 図８：LED20個並列つなぎ
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電気の量の違いを印象付けるオプションは有効であると考えられる。
まとめ
　この実験授業は、小学校学習指導要領解説理科編（２）の第６学年の内容の記述、「エネルギー
資源の有効利用という観点から、電気の効率的な利用についてとらえるようにする。このこと
について、例えば、手回し発電機や蓄電器を用いて、発光ダイオードと豆電球の点灯時間を比
較すると、発光ダイオードが豆電球より長く点灯することなどからとらえようとすることが考
えられる。」に基づいている。ここで、光るメカニズムの異なる豆電球とLEDで、点灯時間の
比較により電気の効率的利用の理解へと導くことは、指導に際し、教師側の正しい理解と工夫
が必要であると言える。理科教育法の模擬授業において実験がうまく進められず、また多くの
疑問点が出てきたことにより、この新しく加わった第６学年「電気の利用」の単元の指導にお
いて、実験方法や指導方法の改善が必要であることが分かり、その改善方法を学生と共に討論
し検討して、ひとつの実験授業の方法を提案することが出来た。
　LEDが長く光り続けるという定性的な違いを知る実験において、正しく理解させるために
は、定量的な電圧や電流の値を教師側は知って指導する必要がある。また、比較する実験にお
いてはできるだけ同じ条件で行う必要もある。今回の授業検討においては、
　１．コンデンサーに同じ電気を貯めていることが分かること。
　２． 形状と光りの質が異なる豆電球とLEDの消費電気量の比較では、圧倒な点灯時間の差
と点灯させる数により、その差を理解させること。
が中心となり、学生主体で検討と実験を繰り返した結果、教科書通りの実験では正しい理解に
結び付かず、いくつかの改善と工夫が必要であるという結論に至った。こうした検討が、小学
校の理科授業で生かされて行くことを期待する。
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